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story of XEVIOUS 


はじめに 

XEVIOUS (ゼビ ウス） という ゲーム 
が 制作され るに あたって、 まず 三部に 
分けられた SF 小説が 書かれて いた こ 
とは、 意外に 知られて いません 。リアル 
タイム •ゲ ■ーム としての おもしろさに 
加え、 ミステリアスな 展望を 見せる 隠 
れ キャラクターの 存- 在. など、 この ケ^ 一 


ムの 際だった 人気と 魅力は 「アド ベン 
チヤ 一 •ケ 、、一 ム」 として じっくりと 制 
作され た!^ 果 といえるで しよう。 

では、 『ファー ド ラウト』 と 題され 
た、 XEVIOUS の 原本と もい える SF の 
要旨を お読みく た f さい。 

なお、 カット ザ 真は XEVIOUS 開発 
f 時の キヤ ラク ターの イメージ •ス ケツ 
チです 0 


RC 78 年 「ガンプ」 は 地球に 水 河 期が 



やってくる ことを 十 ri •する。 「ガンプ」 


ファー ド ラウ 卜 


第一 部 「ガン ブ」 

一万 数千 年 前の 地球 …… 


: 我々 が 戦って いる 相手は 生体 コンピュータ 「ガンプ」 だ 


地球上には 三つの 人 陸が あり、 人類 
の 住む 南 大陸と 北大 陸には、 多くの 「フ 
ァルラ」 （運営 ぢ 破 の Mf ) 力％ : 
在した。 「フ ァルラ」 どうしは 対立す 
る こ ともなく、 高い ， 校 s - ノ^ ft を 保って 
いた。 

そんな 中、 まず 南 人 陸の 「ガル ブ. 
ファノ レラ」 が 「フ アル^ラ」 の!^ をは 
かった。 南 人!^ T は 各々 の 技術 交流が 
行なわれ ^ その 発展には 目 ざまし いも 
のが 見られた。 

その 結果、 北大 陸で も 機関 統合が 行 
なわれ s 地 到 珠充合 機関 「ヴ イン •ヱ ネ ♦ 
ファノ レラ」 カ ? 成^した 。首府は 南ナ M 
「オーラ •フ ァルラ」 の 首府 •「ビュー 
アム」 に 決^された。 者 「ノレ ツグ'」 
による 統 介 穴 3 が 発せられ たこの 年は、 
RC (レ ド •ヵぺ = 統介 IH : 紀） 元年と 定 
めら れ た。 

技術 交流に より プ丨聊 約な 進歩を 遂げ 
ている 地球の 科卞 水邶 であった が、 
RC |.、 20 七 のれ •き 天 七 「才 スト •ク 
ラト一 j ••により、 以来 1ガ 数 丁奇- 

に t およぶ 1 i ‘:) 丨丨 •スケールの 人: 变 小 のり I 



命 ともなった 発明 「ル: 体内 DNA 操作」 
力な 成された。 

RC 57 年、 「才 スト •クラト 一」 博 上- 
は、 発明した 技術を もとに 「バイ 才 (ル: 
体） コンピュータ」 を Vd /良 RC 5 押に 
ル: まれた 彼の 总 /- 「ラス コ」 の 脳細^ 
を コピーし、 翌 60 年には 入力され た 情 
報. 匱に 合わせて 増殖す る 人 T 脳を 作り 
だした。 

この 年、 現代 T いう 電子 技術の 大家 
である 「コル ベン. グルー ク」 博士は 

「クラト 一」 博士と 共に バイオ コンビ 
ュータ 研究 機関を 設立、 本 ストーリー 
の 重要な キヤ ストで ある 「ガン フ。」 （人 
.エ II を 発展 させた もの） の 製作に 取り 
かかった。 RC 69 年 「ガンプ」 は 完成 
し、 RC 75 年までには 個人用と しての 利 
用、 さらには 恋人と か 話し相手 といっ 
た 疑似 人格を さえ ネ 直え 込まれる ように 
なった。 

同年、 無 節) It に 多重人格^ 匕す る 「ガ' 
ンプ」 に 歯止めを かけるべく、 疑似 人 
格を 否定す る プログラムが 「ガンプ」 
に イン フ 。ット された。 ところ 力 ? この 紀? 
队 「ガンプ」 は n じの 作 在 すら 疑いだ 
してし まった ので ある。 ある 仲の 丨'丨觉 
ともい える 「ガンプ」 の 変化に 如、 j •い 
た マトリクス で' ある 「ラス コ • 
クラト 一」 は、 それを 固逛イ 匕した。 こ 
うして 「ガン フ。」 はついに 「丨 ら芩 え、 
行動す る 力を 持った ので ある。 


の 存在に よりかかって: m 料 匕して いた 
運営 樹竭 は、 何の 手 だても 打てず、 「ガ- 
ンプ」 力 瓶 案す る 人類の 一時的 移民に 
従う 結果と なった。 それは、 「ガンプ」 
が 自ら 従う 人 問を よりわける 手段と し 
て 考えた 剖 惟 であった。 

「ガンプ」 内には、 もともと 人間の た 
めになる 道 IU しての 基本的！ 行動] プロ 
グラムが ある。 しかし、 自覚を: {#〇 に 
いたった 「ガンプ」 は、 体力、 能力、 判 
断 力、 記 I 意 驗 などに 限界の ある 非合理 
& 姓 物、 人類の 幸福は 優れた 雜 （ガ 
ンプ） による 絶対 支配 こそ 最良の 方 
策で あると 考え、 その 行 I 力の P 章 害に な 
る 「不適 合 者」 をより 分ける ための 手 
段が こうした かたちで あらわれ たので 
ある 。 

「ガンプ」 は、 人類を 移民させる ため 
に、 「アウス」、 「シ才 ウス」、 「才 リウ 
ス」 、「セ •、ビ ウス」、 「レフ ウス」、 「フア — 

ウス」 と 名づ けられた、 人類 生存に 適 
した 星を 選び だした。 

「ガンプ」 は、 自分が 人間に よって 作 
られ たこと に コンプレックスを 抱き、 

S 分 自身から 自分を 作り出す ことを 考 
えていた 。そして 移民たち に 「ガンプ」 
の コピーで ある 「レプリカ」 を 持って 
行かせる ので ある。 この 「レプリカ」 
は、 「ガンプ」 が 内部で 研究した 物質 具 
匕 Plllr による X 、 一 X 、 Y 、 一 Y 、 

Z 、 一 Z の 六 地点、 っまり 移民 先の 星 
に 臊 かれ^ ESPi 皮を 発生し その 交点 

「 JUitRj で エネルギーを 丨ム1 土 化する こ 
とがで きる のであった。 

もっと 近くに 人姒 十. む •に K ■丨い た V :. が 
ある ことを 発兑 した 「ガンプ」 の マト 


リ クス HI 共 者 「ラス コ」 はじめ、 「ラス 
コ」 の 幼なじみで 「ヴィン •エネ •フ 
ァルラ」 代^の 娘で も ある 「フイ リエ • 

ト アルド」 (気 ^ 研 _ 、「ガンプ」 の 
製作者 「グル一 ク」 博士、 同 博士の 助 
手 「ミ サト •マ クレム」 等 「ガンプ」 

に 疑いを 持つ ものは、 ESP による 「ガ 
ンプ j の雜 にも めげ ず 対抗し、 「デバ 
ズ」 という コンピュータ により 「ガン 
プ」 の 分 折を 行なった。 また、 彼らは 
「バグ ルス」 という 地下 組 綿 j を 結成し 
た 

「ミ サト」 は、 現代: の コン ピュ 一 タに 
近い 電了 機器で 作られた 電子 コン ピュ 
— タ 「ハ 一 ロ 一 」 を 作り出し ていた。 こ 
の 「ノ、 一 ロ _ 」 を 使い、 「ラス コ」 は 六 
つの 移民 先の 域が 1 万 数千 料 麦に 地味 
を 中心とした 6 方向に 位置す る ことを 
つきとめる。 それは 「ファ一ド ラウ 
卜」、 後に 「ヘキ サク ロス」 と 呼 {でれ る 
獅 であった 0 

RC 80^-、 移民は 開始され た。 同年 中 
ばには、 地 J 求に もっとも 近い 「ゼ ビウ 
ス」 への 移 定 者と 「バグ ルス」 の 
メンバー、 それに 北大 陸の 有 知識層 だ 
け 力 3 也 球に 残る 人類の すべてであった。 

最後の 移 民団が 「ゼビ ウス」 に 向 
けて 出航した あと、 「ガンプ」 から P 赚 
された 会場で 「ガンプ」 の麟が 「ミ 
サト」 によって あばかれた。 「ラス コ」 

は 「ガンプ」 を 問い つめたが、 「ガンプ」 


は 「ラス コ」 を も 人格 絲 i 制し、 1 M 
りの 宇宙船で 移 民団の あとを 追わせた。 

「ガンプ」 に とって 地味に 残った 人類 
は 「不適 合 者」 であり、 彼らに 対する 
意欲は ない。 「ガンプ」 は、 におけ 
る活 f 力を 次第に 低下 させて ゆき、 つい 
には 南 大陸の 「ノ ベ 'ク ''ノレ ス」 による _ 
破壊 活動に より 機能を 停止 させられて 
しまう 力' その 寸前 ESP を 方 父 剔して 六 
つの 星に ある 「レプリカ」 たちを 「ガ 
ンプ」 として ' 覚醒させる のであった。 
このと き、 同じ マトリクスを _ 「ラ 
スコ」 は 宇 南 船で 覚醒す る。 「ガンプ」 

は 彼に 肖 分の 思いと 計画を 伝える の だ 
が、 彼の 枢 否に 会い、 宇宙船の 機能を 
七 め、 の f 票 者と してし まった。 

「ガンプ」 なきあと、 地味は 洱び 栄え 
ようとして いたが、 「ガンプ」 は 六つの 

「レプリカ j の ESP を 集中し、 地味に 
残った 「不適 合 者」 を 抹殺し にか かる。 
攻^^を 受けた 者の 中に 「フイ リエ」 
がいた。 彼 力： の 悲鳴は 「ラス コ」 に 潜 
在して いた ESP ^ 力を 開放 させ、 「ラ 
スコ j を 地 f 求へ テレポート させて 「ミ 
サ トム 「フイ リエ」 ら 、新たに 作られた 
北大 M 営 機関 「レプケ •フ アルラ」 

の メンバーを 「サイ コノ、 、リア」 によつ 
て 守った のて'' ある。 

J ： 也 味には、 少^な 力？ らも 人類が' 残つ 
たので ある 0 


ファー ド ラウ 卜 第二 部 「ゼビ ウス」 


「ガン 7° j 力 ? 地? 求人を 宇宙 移民 させて 
から 4000 年 ほどの 月日が たった。 「ガ 
ンプ」 が 予告した ほどでは ない が、 小 
規模の 永 河 期が 地球を おそった が、 人 
類は 文明を 守り 続け、 地球上に 栄えて 
いた。 

南 大陸は、 「バグ ノレ」 と 呼ばれ、 北大 
陸 「レプケ」 には コンピュータ 「アツ 
シュ （デ' バズが マ イナ一 •チェンジ さ 
れ たもの） を 中心に、 機会 文明が 発违 
していた。 

「レプケ」 の 警察 _0 ス ペシ ヤ リス 
卜は 「ミル •フ ラッタ j と 呼^れ、 中 
でも 最も 優秀な チーム 「ミノ レ •フ ラッ 


タ •クルト （イル •ュースと いう 通り 
名の ほう ヵ洧 名な 飛行 物体） には、 「ラ 
スコ」 と 「ミサ 卜」 の 末え いで ある 「ム 
一 •クラト 一 j カ ? キャプテン、 その 双 
子の 妹 「ケイ •クラト 一」 が 作った 女 
性 型 アンドロイド 「イブ： j が 助手と し 
て 乗! 且ん でいた。 「ム 一」 と 「ケイ j に 
は、 それぞれ 「ラス コ」 と 「ミ サト」 
の マトリクスが 「アッシュ」 により 植 
付けられ ていた。 

「ミル •フ ラッタ •ソ ピア」 の キヤ フ。 
テン 「シン •トモ カウ」 は 地球に 向け 
て 六つの 触から 発せられる 六つの 電 
波 （「ガンプ」 による もの） の ai 触 ; •に 出 
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かけた が'、 「ラス コ」 の マトリクスの一 
部を 受け継いで いるた め、 共振 反応を 
起こし、 「ガンプ」 の 存在を 認識す る 
が、 意識を も 破壊され、 植物人間 とな 

ってし まった 。さらに、 「ミノ レ •フ ラッ 
タ」 には、 「ガンプ」 の エネ ノレ ギ一 波に 
よる* fe 名*^ 出 はじめた。 

「アッシュ」 は 「ガ 'ンプ ^ による 州 j 味 
への 干渉を 感じ取り、 「イブ」 にも 「ガ 
ンプ J と 対 損: する 力を 持たせる ために 
「ラス コ」 の マトリクスを 埋め込んだ 0 
「シン •トモ カウ」 を 調査に 向けた 宇 
宙 研究所は 「アッシュ」 の 力を 借り、 
蘇生に 成功。 「ガンプ」 の 実態を つかん 
だ 。 

「アッシュ」 は、 4000 年 も 続いて いる 
「ラス コ」 の マトリクス である 「ガン 
プ」 の 脅威を 伝え、 「ガンプ j に 対!) t す 
ベく 生体で ある 「ム 一」 と 非 生体 （介 
_ 旨と 電子 部品の かたまり である ア 
ンド ロイド） 「イブ： j を 「セ、、 ビ ウス」 >1!. 
に 向けて 送る ことに 決めた。 

「ガンプ」 は 永 河 期で 寒冷 化した であ 
ろう 地味を 活性 {匕す るた めに、 「ミル* 
フラ ッタ」 の メンバーの 命を うばった、 
あの エネルギー 波を 送り 続けて いた。 
そのため、 地 殼の沒 S 力は 続き、 「レプケ」 
(北大 陸） は 水 沈、 南繼は 分裂を は 
じめ ていた。 

「アッシュ」 は 水： i 尤 してし まう が、 「ガ 
ンプ」 と コンタクトし、 地味への T •渉を 
停 【ヒ させる 使命を 帯びた 「ム 一」 と 「イ 
フ、] は 「イル •ユース」 を 駆って 「ゼ 
ビ ウス」 星へ、 また、 「ケイ」 はふ •人 Hi 
に 移り、 その 血統を 地味に 残して いくこ 


幾 チ 年 かの 時が 過ぎ、 「ム 一」 たちの 
「イル •ユース」 は 「ゼビ ウス」 星へ 
と 近づいた 。生体で ある 「ム —」 は、 
航行 中、 ち 然生術 涵を低 ド させられ 
ていたが 「ゼビ ウス」 星の 「レプリカ」 

の ESPi 销 内に 入った ことを 知った 「イ 
ブ ： j (アンドロイド） は、 「ム 一」 にを 覚 
醒 （かくせい =[1 を さます こと） させ 
た 。 

「ガンプ」 は 「ム 一」 カゃ覚 I 星す るに し 
た 力 ? い 、なつかし いものに 触れて いる 
思いを 感じて いたが、 これは あり 得な 
いこと だ' が、 マトリクス キ是 f 共 者の 「ラ 
スコ j の 意 丨丨說 T ある ことを 理 肩军 した 0 
「ガンプ」 は、 ラス コの マトリクスを 持 
つ 「ム 一」 の总識 と 触れ合う と、 「ゼビ 
ウス j M へ テレポート させた。 久 々に 
話し相手を 得た 「ガンプ」 は 自ら ヵ哪 

とすると ころを 語る 力 5 '、 「ラス コ」 の 
ときと 同じように 「ム 一」 は 0、 J •する 0 
「ガンプ」 は" 己を 地味 ヒ に 再現し、 
公理 的な （人格 統制を された 人間の み 
を 相手に した） 地球を 作り あげる こと 
を 目的と していた。 W 1 E 求の i 舌 注 f 匕 も そ 
のた めで あり、 「ファー ド ラウト」 （ヘキ 
サク ロス） のとき の ESR 皮 集中の 核と 
なり、 地 敗！: に 「ガンプ」 力 5 観した 
ときには メモリと して fHI 力す る 「ソル」 
もす でに 送り込んで いたので ある。 

さて、 「ム 一」 は 「ガン フ。」 が 非 適合 
片を 収界 する ために 作った 建物に 入れ 
られ た。 「ガンプ」 の， 丨丨忡 •約な 人間 生産 
にもかかわらず、 突然 変 興 的に 「ガン 
プ 」 の 人丨⑴ 統制を 咬 け付け ない# 適 介 
打 も 少数では あるが いたので ある 。「ム 
一 j は 雄 物を 構成す る 物 興が 意志の 力 
で突イ 匕す る ことを 知り、 となりの 前 渥に 
とじこめら H た 「ミオ •グイ一 タ」 と 

い， 1 へ 1 , ,',.^1.11/.,, 

すでに， 「ムー| から JUi 味 丨. に 入 如が 
てい <» こふを 欠 II り， 武力を 用い 
C ( j 入 如々 • WV ,, あ 4 いは せんめつす 
H を 火 心して いた 「ガンプ」 は、 

1 丨ビビ ウス J V . へ‘ 1，11 性 飛 



行で 向かって きた 無人の 「ミル •フラ 
ツタ .ク ノレ 卜」 をす ■蒦 した 。地 J 求人 類 
の 力量を 知る ために 調査した 「ガンプ J 
は、 主要な コントロール 部分 も 電子 部 
品し か 用いず 生体 コントロール のない 
機を 前に、 I 支 術妒 J 退イ 匕を 感じる 。すべ 
てが 電子 機器の 「イブ」 の樹 |そ も 「ガ 
ンプ」 は 見逃して しまう ので ある。 

「ム 一 」 と 「ミオ」 は 2 人で 「ガンプ」 
をた たくこと を なする。 ESP を 使っ 
て 働の 外へ: 丨 \ た 2 人に、 「ガンプ j の 
センサーの 役 t 丨を 持った 「トーロ イド」 
力 ? 飛来し、 非 適 介 名 韻! 十: m の 「タ ルケ 
ン」 が 続いた 0 

「ム 一」 はやむな く 「タル ケン」 と 
戦う ことを 決意し、 1 機の 「タ ルケ 
ン」 の コックピットを 撃ち 抜き、 A 拠 
すべく キヤ ノビ一 を 開けた。 そこで 「ム 
一」 力 ? 見 たものは 頭蓋骨が 外され、 コ 
- ドが m に 坪め 込まれた 適合 者の 姿で 
あった 0 

「 ムー」 は 使命 以上の 怒りを 「ガンプ」 

に 覚え、 「ミ 才」 のキ 縣贤 t る 「タル ケン」 
で、 「ゼビ ウス」 の 「レプリカ」 本体を 
目指した。 

「ガンプ」 は* つてな 力 >っ た 人類の 反抗 
に 「ゾシ _」 を 発進させる 力' 「ミオ」 

は 「ゾシ 一」 を 振り切り、 巨大な 八 角柱 
の 形状を 持つ 「レプリカ j 本体へ とせ 
まっていった ••… * 〇 

「ミオ」 を 乗せ 「レプリカ」 へと 向か 
う 「タル ケン」 。しかし エネルギー 弾 「ス 
パ リオ」 は 通用せ ず、 体内たり で 外壁 
を 突破す る。 レプリカ 内部は 増殖し、 
今では その 母体 「ガンプ」 より 大きく 
なって いた 。「ム 一」 は 「ガンプ」 が 間 
遠って いる ことを 説く カ气 「ガンプ」 の 
仏 •念は 変わらない 。「ム 一」 は、 「ガンプ」 
を 破壊す る 以外に ない ことを M る。 「ガ 
ンプ」 の ESP 攻 嘴に 対し 「ム 一」 は 熱 
反 必燦哪 で 反 咿す るが、 「ガンプ」 の 
ESP パリアに よって 封 じ こめられて 
しまう。 外: の、 す仙 •に 2 人は 「イブ」 の 
ESP バリアに よって 救われ、 二つの ピ 
ラ ミツ ド 状の ものに 守られた 「タ ルケ 
ン」 で レプリカの 外麼 から 離脱した 0 


イブの 操縦す る その 乗り もの 「ゼプ • 
ナイト」 に 移った 「ム 一」 に 「イプ」 
は、 これまでの ことを 語る。 「イブ」 は 
ケイに よって 「ム 一 」 i ：| uj じ マト リク 
スを 埋め込まれ、 「ガンプ」 に 気づかれ 
る ことなく 「ガンプ j の 能力を U き 出 
す ことができる ようになって いたので 
ある。 「ゼプ •ナイト」 も、 「ガンプ」 の 



ESP を 集屮间 体 化させ! 4% イ匕 させた 
ものだった 0 

「イブ」 は 「ガンプ」 と 闘うた めの 「デ 
ータを 収集して いた。 これを 利用 すれ 
ば、 いつの ロ か 「ケイ」 の 子孫たち に 
よって 「ガンプ」 を 倒す こと も 不可能 
ではない はず だ。 

「セ、' プ •ナイト」 と 「キャス •ナイト」 
は 向かい合わせに ドッキングして 「シ 
オ •ナイト」 となり、 反乱 分子と 共に 
ゼビ ウスから 姿を消した。 



ゼビ ウス〜 ファー ド ラウ 卜 伝説〜 は、 1982 年 
に ナムコが 開発した ビデオゲーム 「ゼビ ウス」 
を 素材と し、 その ゲームの 続讕 として、 新キ 
ャ ラク ター や、 パワーアップ などの 要素を 加 
え、 さらに 新 企画な 展開な ど、 あの ゼビ ウス 
神話を 復活させる 最高の シュー テ イング ゲー 
厶 です。 今、 全人 類の 希望を かけて、 ソ ルバ 
ルウの 発進です。 




① この ゲームは、 1 人 用です。 

©キーボード、 ジョイスティックの どちらで も 使用で さます。 

@ タイ 卜 ル 画面の 時、 スペース キ _( 又は 卜 リガ 一 ボタン） で、 モード （リ— コン、 スクランブル） 
セレ ク卜 画面に 入ります。 

@ デモ 画面の 時、 スぺ一 スキ一 (又は 卜 リガ一 ボタン） を 押す と、 タイ 卜 ル 画面に 入ります。 

⑮モ _ ド セレ ク卜 画面で、 RECON (リー コン） を 選択して、 スペース キー (又は 卜 リガ 一 ボタ 
ン） を 押す と、 ゲーム スタ一 卜です。 

⑮ モード セレクト 画面で、 SCRAM 巳 LE (スクランブル） を 選択して 、スペース キー (又は ト 
リガ一 ボタン） を 押す と、 自機 セレ ク卜 画面に 入ります。 

@自 機 セレ ク卜 画面で、 4 種類 （ソル バ ルウ、 ソル グ ラ一 ド、 ゼ オダ レイ、 ガンプ ミッ シ ョン） の 
機体から、 機体の 生産 ラインの 種類と 順番を 決めます。 その 生産 ラインが、 自 機の 出撃の 順 
香になります。 同一 機種で も 4 種 全部 使わなくても かまいません。 

◎ SCRAM 巳 LE (スクランブル） では、 自機 （4 種類) の 生産 ラインの 状況に より、 自 機の 増え 
る 点数 (ェ クス テン ドボ イン 卜） が 変わります。 初期設定は、 3 機で、 2 万点で 1 機 増え、 そ 
れ 以降は、 ェク ステン ドボ イン 卜 ごとに 増えて いきます。 （他に も アイテムで 増える こと も あ 


ります。) 



ブ モ 画 0 


タイ 卜 ル 画面 


モ _ ド セレ ク卜 画面 


モ 一 ド セレ ク卜 画面 


自機 セレ ク卜 画面 


自機 セレ ク卜 画面 


自機 セレ ク卜 画面 


スクランブル ゲーム 画面 


ゲ 


ム 画面 


ゲーム 画 面 


ゲーム 画面 


ゲ 


ム 画面 


丨 スペース I 


丨 スペース 丨 


mm 


丨 スペース 丨 


1 1 1 「 I 1 




丨 スペース」 


丨 セレ ク 卜] 


mmBB 


丨 シフ 卜 1 


I Z 1 


丨 スペース I 


卜 リガ ボタン ( A ) 


レバー 上 •下 


卜 リガ ボタン （ A ) 


レバー 上 •下 


レノ、 _ と •右 


卜 リガ ボタン （ A ) 


レノ、 _ •上 • ~b •左 •右 


トリガ ボタン （巳） 


卜 リガ ボタン ( A ) 


タイ 卜 ル 画面に かわる 


モード セレ ク卜 画面に かわる 


モードの セレ ク卜 


モードの 決定 (次の 画面へ） 


生産 順序の セレ ク卜 


自 機の 種類の セレ ク卜 


自機 生産 ラインの 決定 •ゲーム スター 卜 


ブラスタ 一 •ザッパ一 の 操作を 反転す る 


自 機の 移動 •コン 卜 ロ一 ル (上 •下 •左 •右) 


ザッパ一 (対空 中 物) の 発射 


ブラスタ 一 (対 地上 物) の 発射 


ザッパー •ブラスタ 一の 同時 発射 


* ザッパー、 ブラスタ一 は、 自動 連射 機能が ついています。 ボタンを 押し っぱなしで 作動し ます。 
氺自 機は 8 方向に 移動で きます。 （例えば、 右上なら 日!！] 両方を 押す。 レバ一 は 右上に！） 
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デモ 画面 


夕 イ卜ル 画面 


モード セ レク卜 画面 


パワーアップ アイテムを 取れ!！ 


スクランブルでは、 各 機体 （ソル バ ルウ、 ソル 
グ ラード、 ゼ オダ レイ、 ガンプ ミッション） によ 
り、 それぞれ 異なる 性能が あります。 

その 性能に 加え、 さらに ゲーム 途中に パワー 
アップす る ことが 可能です。 

パワーアップの 方法は、 ブラス 夕 一で 地上 物 
を 破壊す ると、 パワーアップ アイテムが 出現 


する ことがあります。 その アイテムを 取る と、 
効果が 取った 瞬間から 発揮され ます。 取り 方 
は、 出現した アイテムの 上を 自 機で 通過 すれ 
ば OK です。 この アイテムは、 表示され てい 
る 文字に より、 パワーアップが 異なります。 
この パワーアップ アイテムを ろ まく 使って、 
より 有利に 戦いを 進めて 下さい。 


マ一 ク 

名 称 

効 果 

⑮ 

ボーナス 

得点 アップ。 

⑯ 

シールド 

自 機に シールド バリアを 装備し ます。 取った 分 (制限 あり） だけ 敵の 攻 
撃に 耐えられます。 


ワイド •ブラスタ一 

ブラスタ 一の 照準が ワイドに なり、 地上の 攻撃 範囲が 広がります。 


キラ一 

画面 上の 敵、 全てを 破壊し ます。 （なんと、 パキ ユラに も 有効です。） 



? 

r 

スペシャル •フラグ 

自機 1 UP (1 機 増えます） 
他に も、 〇〇 フラグ あり。 


取扱い 上の お願い 


©この 自機 セレ ク卜 画面が、 SCRAM 巳 LE (スクランブル) モードの ポ イン 卜です。 ポ イン 卜 
(ェ クス テン ドボ イン 卜に 影響す る 各 機体 ごとの 固有の ポ イン 卜） の 高い 機体の みの 選択を し 
たり、 ソ ルバ ルウの みで 戦ろ など、 いろいろな バリエーション により、 さまざまな 「遊び」 


が 楽しめます。 戦略を 立て、 ゼビ ウス 軍を 壊滅せ よ丨丨 




自機 セレ ク卜 画面 



ゲーム 画面 


* カー 卜 リッジを 着脱す る 時は、 必ず 本体 電源を 
OFF にして 下さい。 

♦この カー 卜 リッジには、 防水、 防火、 P 方 寒、 防 
音、 防臭、 防虫、 防 煙 処理な どして おりません。 
取扱いは ていねいに お願いします。 

♦この 力一 卜 リッジを 発売す るまでの、 あの 苦し 
みと 涙の 日々 を 思う とき、 「取扱いは ていねい 
に」 と 願わずに はいられません。 

春 この 力一 卜 リッジは、 うっかり にせよ、 わざと 
にせよ、 強い 衝撃を 与えたり、 水に 浸したり 分 
解したり すると 「はい、 ア 卜の 祭り」 になり ま 


すので 気をつけ ましよ 3。 

* 極端な 温度 条件 下の 使用 及び 激しい ショックは 
避けて 下さい。 

この カー 卜 リッジは、 水には 溶けません が 端子 
部を ぬらしたり、 手を 触れたり、 キズ をつ けた 
りする と 故障の 原因と なります ので ヤ パイです。 
參 この 力一 卜 リッジに 限らず、 大切に 取扱えば 何 
でも 長持ちし ます。 これ 常識です よね。 


namc 〇 T 


フア 一 ド フウ卜 第三 部 「ソル •バル ウ」 


: ここは 近未来の 地球 


21 世紀 〇 発達した ロボット 文明は す 
ベての 労働から 人間を 開放し、 人々 は 
無気力で のんびり とした 生活を 送って 

いた。 スペース •コロニーへの 移民に 

より、 もはや 人口問題 にも わずらわさ 
れる ことはなかった。 

人類は 太陽系 すべてに 有人 宇 南 船を 
送って いたが、 その 中に 知的 免 命 体を 
発見す る ことは できなかった。 一方、 
過去に _ を しのぐ 文明が# ^ してい 
たことは 徐 々に 認められつつ あった。 
研究家 グループ 「 MARS 」 の-員 「ブ 
ライアン •メイヤー」 は ペル一 の ナス 
力 高原の 地 J ニ 絵を 研究して いくうち に、 
1999 年に 飛来した 大 いん 石' 群の 不思 
議 につき あたる。 ブライァンの 親友で 
も ある 地質 H 「fj 本 さやか」 によれ 
ば 30 以上の 落下が あった はずな のに、 
その 痕祕 がーつ もない ので ある。 

連合 空軍 第一 空 隊の ジョン •ポー 
ル •ファーガソンは、 アマゾン ii 空で 
UF 0 に 遭^す る。 こうした 幸私号 は 近年 
多く なって ぉり、 それは ド一 ナツ 状 
UF 0 と、、 卜 球に 八つの 突起 物が でた 才 
クト パスと 言われる タイプ （ゾ シー） 

の ニつ に 分かれて いた。 

地質調^を 続けて いた 「さやか」 は、 
ナスカ 高原の 地中に、 塔の ような もの 
を 見つける。 それらは 全部で 8 個 あり、 
きれいに 2 X 4 の 矩形 上に 並んで いた。 

地中の 「タワ 一」 力? 発掘され はじめ 
た。 それは 八 角柱の 水晶体の 先を 面と 
しりした ような 型で あり、 令弟 朱な M 
製で X 線 も 受けつ けない ものであった。 

ケイの 末え いで ある 「ブライァン」 が 
タワーの 前に 立つ と 「ブライァン」 の 
意識が タワーと 共振 効果を 起こし 甲高 
い 音を 発した。 この ことにより ブライ 
ァンは、 タワーが 何 かを 待ち 続けて い 
る ことを 認^す るの だ' った。 共^した 
タワーには ドーナツ タイプの UFO が 
飛来し タワ一 から 光を 受けて 飛び去つ 
ていった。 

靡 求 外ノ t : •物との 戦丨剡 隊で ある 「 J . 
P 」 たち 第一 空隊 は、 ナスカ 高原で 


才クト パスを 発見し 追跡す るが、 ちょ 
うど その 時、 破 働 勺な 大 いん 石 群が 南 
アメリカ 一帯を 襲う。 巨大な 八角ネ 主が 
地上に 落 ドして M 物を 破壊し、 その 
後痕 i 跡 もな く 地中に 沈んで しまったの 
だ。 時を M じくして、 色々 な ものが 地 
球に やってきた。 ビート ルの コ 一 ドネ 
ーム がり-えられた 新しい タイプの 
UF 0 は、 「J .Pj たちを エネルギー 弾 
て 夂擊 してきた。 

ブライアンと さやかは 何 かに 呼ばれ 
ている ような M がして、 発掘した 「タ 
ワ 一」 の 卜へ 行く。 そこへ 正 八面体の 
飛 物が 飛来し、 二つの ピラミッド 型 
の ものに 分かれて 散って いった。 ブラ 
イアンと さやかは それが n 未 方で あり、 
二人を 運命的に つなぎあわせる もので 
ある ことを fiS じる の だ' った。 

南アメリカは 人の f 主まない ht 也と な 
り、 半球 状に 地 h を间定 された もの （コ 
— ド ネーム = ドーム： ログ ラム） が 選 
択 機能を 持ち、 人間と 人造 物に のみ 
作用す る エネルギー 弾を 発射して、 破 
壊 活動を 始めて いた。 連合 空 東の J 父擊 
も 空しく、 南アメリカは あっとい う 間 
に 地 f 求人 夕 力に f 功 略されて しまっ 
たので ある。 

UFO との ブライアン とさ 
やかは その i 替在 的な 力に より、 二人の 
f 寿 神を 集中して 認 戈を 办欠大 しようと 
していた。 二人は ゼビ ウスから 脱出し 
た 「シオ •ナイト」 に テレポートし、 

「ムー j と 「イブ」 力、 ら これまでの 戦 
いの 歴史を 聞く のであった。 

第一 空隊で » 男を 続ける 「J . P 」 と 

「デビット •ウッド」 は ビート ルを 追 
う 力、 ビート ルの ものより 高速で 大き 
な エネルギー 弾に より、 墜落 させられ 
てし まう 。この エネルギー 弾の 本体を 
追った 「デビット」 の 前には、： fi つの 
ドームが 抱んだ ような もの （コード • 
ネ 一 ムニ ド 一 ム •アレイ： ボザ ログ ラ 
ム） カ概 われて 行く T •を附 むの だった 0 
嚷落 中に 意識を 失った 「J • P 」 は イブ 
に 助けられ s 「ガンプ」 の 攻撃を 知ら さ 



なすす ベを 無くして いた 連合軍に と 
って 「ム 一」 は 救世主であった。 彼 
ら がゼビ ウスより 持ち かえった 技術 
により 「ソル •パ' ルウ」 （ム 一たち の 時 
代の 言葉で 「太陽の 鳥」 即ち^ E 熱） 
_ が 進行し、 ラス コの マトリクスを 
持つ 者が 1 に 集められて いった。 

ミ サト や ケイの マトリクスを 受け継 
いだ 「パット •マクナリー」 も、 その 
1 人と して 軍に_ された。 

ソル •バル ウ言 i 個] は、 「ガンプ」 の レ 
プリカの ある 星が 六つと も 直交す る 
「ヘキ サク ロス」 までに、 セ'、 ビ ウスを 
制 する 言惘 ビ あった。 このために パ 
ッ 卜の 手に よって、 「イブ」 を システム 
の 中核と して 流用した コンピュータ 
「ブリ ターク」 が 作り出された。 また 
ブライアンと さやかの 意 _ 合体が 
ESP キャップ (ESP を 集中して 固定 イ匕 
した もの。 外部から 意志を 働かせる こ 
とに より、 ESP が 放出され る） を 作り 
出す ほどに 成長し、 「プリ ターク」 の 能 
力を より 增人 させて いった。 

第-空 隊 として 戦いつ づけて いた 
「アレン j と 「J . Pj はやが て: 撃嗲さ 
れて しまう が、 f 想ぶ Jl h に 進歩した 「ブ 
リ ターク」 の ESP 機脊 g によって テ レポ 
ート 生還す る。 戦 _!「 ソル •バル ウ」 

も 機 数が 完成し、 アレン 、 J . P 、 ムー 
の 3 人力す ハ °イ ロットと して 出撃した。 
「ガンプ」 に 勝利す る 可能を 持つ に 至 
っ t この すご。 

3 機の ソル •バル ウの免 進を 前に、 
「プリ ターク j 力 >ら 外された イブは 1 
人 愛機 「イル •ユース」 のかた きをう 
つため 無断 発進して いく。 コクピット 
の 中で、 イブは 「ケイ」 に 「ミ サト」 

に 「アッシュ」 に、 「力、' ン フ。」 の 野望を 
• f 丁ち 碎 くこと を 誓う のた 4 つた 一 〇 

作 

M h パ バウ 丨， しへ 1 I 




ソル パ ルウ 

ソル グ ラード 

ゼ オダ レイ 

全 長 

9 .Bm 

8.45 m 

9.21 m 

全 局 

3.5 m 

3.12 m 

3.841 n 

全 幅 

6.7 m 

7.08 m 

6. D 0 m 

重 量 

18. 5 t 

15.05 t 

17 . Bt 

最局 速度 

マッ 八 3. 4( 大気圏 内） 

マッ 八 2.9( 大気圏 内） 

マッ 八 2. 16( 大気圏 内） 

航続距離 

6,000 km 

4.400 km 

6.200 km 

動力 形式 

核反応炉 による ザグ レー ヴ 慣性 
制御システム 

加圧 タービン による ザグ レ一 ヴ 
慣性 制御システム 

核反応炉 による ザグ レー ヴ 慣性 
制御システム 

姿勢 制御 方式 

ザグ レー ヴ •ベ ク卜ル コン 卜 ロ 
一 ル システム 

ザグ レ一 ヴべク 卜 ル スキ ヤン + 
加圧 スラ スタ一 

ザグ レ一 ヴべク 卜 ル コン 卜 ロ一 
ル システム + 加圧 タービン によ 
る 反 重力 ホ パ一 リング 

武 装 

ザッパー (荷 粒子 ビ一厶 砲 ） x 2 
ブラス 夕一 (対 地 光子 弾 ランチ 
ャ 一 ）x 1 

大 口径 260 ミリ パルス イン パクター 
2 門 （ワイド ザッパー) 

ブラス 夕一 (対 地 光子 弾 ラン チヤ 
-)x 1 

スーパー ザッパー (パルス イン パクター) 
前方に £ 門 (ザッパー） 後方に 2 門 (パッ 
ク ザッパー） 機首 37_ 

機首 37 關ガ卜 リング キヤノン 1 門 （パル 
カン ブラスタ一） 

装 備 


オール •レンジ •アナ ライ ジン 
グ •デ一 夕一 パンク •システム 

( A . R . A . D . S ) 

パルス イン パク 夕 一 用 発電 加圧 
夕一 ボ X 2 

ソル パ ルウ 核反応炉 用 
プロ ペラン 卜 x 3 グリッド 

オプション 

バリアー （ベ ク卜ル コン 卜 ロ一 
ル 応用 防御 システム） 

ワイ ドプラ スタ一 （対 地 広域 照 
準 システム） 

バリア一 （ベ ク卜ル コン 卜 ロ一 
ル 応用 防御 システム） 

ワイド ブラスタ 一 （対 地 広域 照 
準 システム） 

パリア一 （ベ ク卜ル コン 卜 ロ一 
ル 応用 防御 システム） 

ワイド プラス 夕一 （対 地 広域 照 
準 システム） 



ア v 、、 を クリエ イトす る 

株式会社 ナムコ 

〒丨 46 東京都 大田区 多摩川 2-8-5 ナム コット 係 003(756)2311 
春 故障 等の お問い合わせは、 お買い求めの お 店、 もしくは 下記まで _ 

㈱ ナムコ •サービス センター 

〒222 神奈川県 横 浜 市 港 北 区 樽 町 2- 卜 60 横 浜 045 (542) 876 丨 





